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世
曾
王
義
的
世
界
市
場
の
問
題

|
|
コ

l
Y
T
イ
教
授
の
新
著
す
中
心
と
し
て

l
l
'

J公

井

行守

枇
舎
主
義
的
世
界
市
場
、
民
主
的
世
界
市
場
、
あ
る
い
は
新
し
い
世

A
市
場
と
よ
ば
れ
る
問
題
は
、
歴
史
よ
杢
く
新
し
い
問
題
て
あ

る
。
第
二
次
世
界
大
鞍
以
後
ソ
ず
エ
ト
同
盟
の
外
に
、
東
欧
に
人
民
民
主
主
義
白
諸
闘
、
ア
ジ
ア
に
中
華
人
民
共
和
闘
が
成
立

L
、
ソ

同
盟
を
叩
心
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
園
々
の
問
に
次
第
に
経
済
交
通
が
護
蓮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
か

b
、
と
れ
ば
己

己
数
年
来
の
問
題
て
あ
る
と
い
う
己
と
が
で
き
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
経
済
壌
の
な
か
で
ま
だ
定
説
が
あ
る
わ
け
で
な
〈
、
ソ
同
盟
や
人

民
民
主
主
義
図
の
雑
誌
に
砦
干
の
論
文
が
登
表
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
己
己
で
取
上
げ
る
コ
ル
マ
イ
教
授
の
『
民
主
的
世
界

市
場
』

(
一
九
豆
五
年
)
は
、
一
二
四
三
買
に
ト
る
力
作
ぞ
あ
り
、

と
の
方
面
の
↑
研
努
者
に
と
づ
て
は
見
逃
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
考

え
b
れ
る
。

コ
ー
ル
マ
イ
教
授
の
名
前
は
、
わ
が
園
て
は
飴
り
知
ら
れ
て
い
な
W
よ
う
て
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
・
科
皐
ア
カ
デ
ミ
ー

ω経
消
部
長
で

あ
り
、
統
一
一
世
曾
業
に
届
す
る
エ
ル
ス
ナ

l
教
授
、

7

ン
ボ
ル
ト
大
事
白
ク
チ
ン
ス
キ

l
教
授
な
ど
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
民
、
芋
共
和
閣

世
官
主
義
的
世
界
市
場
の
問
題

第
七
十
七
巻

七

第
四
競



世
脅
主
義
的
世
界
市
場
の
何
魁

第
七
十
七
巻

七

第
四
時
叫

に
島
け
る
経
済
墜
の
な
か
で
指
事
的
役
割
を
果
し
て
い
b
。
同
宜
同
が
用
車
表
さ
れ
る
干
、
た
だ
ち
に
雑
誌
「
7
イ
y
ハ
イ
ト
」
十
月
腕
、

「
ず
イ
ル
ト
土
ヤ
フ
ト
グ
イ
セ
ン
シ
ァ
フ
ト
」
九
・
十
合
併
掠
の
新
刊
批
評
協
が
こ
れ
を
取
上
げ
、
大
控
賛
一
定
を
表
し
て
い
る
し
、
政

府
は
そ
の
経
済
事
へ
の
貢
献
に
封
し
「
園
民
賞
」
の
授
賞
を
決
定
し
た
よ
う
て
あ
る
。

コ
ー
ル
マ
イ
教
授
の
研
究
は
、
九
章
二
十
七
節
か
ら
な
っ
て

h
る
。
第
一
章
、
第
二
章
は
、
教
授
の
い
う
「
民
主
的
世
界
市
場
」
の

歴
民
的
地
位
心
境
明
に
あ
て
ら
れ
て
h
る
。
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
第
一
一
段
階
て
、
い
か
な
る
過
程
を
へ
て
民
主
的
世
界
市
場
が

愛
生
し
、
登
展
し
て
き
た
か
を
究
明
す
る
の
で
あ
る
。
モ
し
て
そ
の
あ
わ
り
に
、
己
の
新
し
い
世
界
市
場
の
成
立
を
否
定
し
よ
う
と
ナ

る
俗
流
経
済
堕
者
、
と
く
に
西
繍
の
ウ
エ
l
パ
l
教
授
、
プ
レ

F
エ
ー
ル
教
授
、
レ
プ
グ
教
授
な
と
の
見
解
を
批
判
し
て
い
る
。

民
主
的
世
旧
作
市
場
は
、
一
世
脅
主
義
の
経
済
的
基
本
法
則
に
し
た
が
う
己
と
は
い
う
ま
で
も
た
い
。
第
三
章
ゼ
、
民
主
的
世
界
市
場
心

碁
磁
を
概
説
し
た
の
ち
、
つ
づ
く
回
、
五
、
六
章
て
、
そ
れ
ぞ
れ
政
治
酌
基
礎
、
経
済
的
基
礎
、
物
質
的
基
礎
が
安
明
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
今
日
民
主
的
批
界
市
場
に
お
け
る
経
済
闘
係
は
、
依
然
主
と
し
て
商
品
1
貨
幣
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
第
七
章
、
第
八
章

は
、
こ
の
新
し
い
世
界
布
場
に
お
け
る
外
園
貿
易
、
貸
幣
交
遁
、
信
用
授
受
た
ど
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
モ
こ
に
い
か
に
し
て
世
舎
主

義
の
経
済
的
革
ー
本
法
則
が
、
自
己
を
貫
徹
し
て
い
る
か
を
論
ず
る
。

そ
し
て
最
後
の
第
九
章
は
、
民
主
的
世
界
市
場
と
資
本
主
義
的
世
界
市
場
の
関
心
貿
易
、
い
わ
ゆ
る
東
開
貿
易
の
問
題
を
と
り
あ
っ

か
っ
て
い
る
。

民
主
的
世
界
市
場
は
、
現
在
世
界
の
三
分
の
一
の
人
ロ
が
そ
こ
に
生
活
し
て
治
り
、
仕
界
経
済
を
論
ず
る
に
蛍
つ
て
は
、
最
早
無
視

し
え
た
い
存
在
て
あ
る
と
い
う
窯
味
て
重
要
な
問
題
て
あ
る
。
だ
が
そ
れ
ば
か
り
て
は
た
い
。
理
論
的
問
題
と
し
て
は
、
モ
己
に
支
配

す
る
諸
法
則
を
知
る
と
と
に
上
っ
て
、
逆
に
資
本
主
義
{
世
界
に
支
配
す
る
諸
法
則
を
よ
り
一
屠
朗
ら
か
に
し
う
る
と
い
う
意
味
に
治
い



て
重
要
な
の
で
あ
る
o

わ
た
し
は
以
下
て
き
る
だ
け
忠
貨
に
コ
ー
ル
マ
イ
数
授
の
見
解
を
紹
介
し
な
が
ら
、
と
く
に
重
要
と
思
わ
れ
る

二
、
=
一
の
黙
に
つ
い
て
は
、
私
見
を
の
べ
て
み
た
い
刊
。

宵主
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ヨ
ー
ル
マ
イ
教
授
が
「
民
主
的
世
界
市
場
」
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
に
嘗
つ

τま
ず
明
b
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
第
一
に

祉
合
主
義
経
済
も
、
資
本
主
義
経
済
と
同
様
に
、
モ
の
世
外
的
関
櫛
に
お
い
て
把
握
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
本
質
に
到
達
し
え
た

い
こ
と
、
第
二
陀
一
肱
合
主
義
的
世
外
経
済
は
、
資
本
主
義
的
世
界
経
済
の
登
展
の
う
ち
に
そ
の
物
質
的
地
盤
が
準
附
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

祉
曾
主
義
的
世
界
経
済
は
、
少
く
と
も
世

A
の
主
だ
っ
た
闘
が
吐
合
主
義
と
な
っ
た
と
き
は
じ
め
て
貰
現
ず
る
。
し
か
し
レ
1
2
y

が
そ
の
不
均
等
殻
毘
の
理
論
か
ら
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
世
凶
作
革
命
は
一
き
ょ
に
行
わ
れ
る
も
心
て
た
く
、
制
女
的
に
行
わ
れ
る
。
こ

の
時
期
は
世
界
費
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
段
階
て
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
心
段
階
は
、
資
本
主
義
と
祉
合
主
義
心
両
憧
制
が
共
存
す

る
こ
と
を
以
て
そ
の
特
色
と
す
る
。
一
砿
曾
主
義
世
界
経
済
の
問
題
は
こ
こ
か

b
生
れ
て
く
る
。

「
か
く
て
経
済
皐
は
、
し
ば
し
ば
諸
論

者
に

Z
っ
て
過
少
許
償
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
非
常
に
重
要
た
課
題
と
し
て
、
姿
本
主
義
治
上
ぴ
祉
曾
、
主
義
心
生
産
方
法
を
、
園
民
的
の

み
な

b
ず、

モ
の
園
際
的
組
織
に
お
い
て
祈
境
ナ
る
と
い
う
課
題
を
提
起
す
る
L

(
二
主
頁
)
己
己
て
明
ら
か
に
し
て
治
く
必
要
の
あ

祉
合
主
義
的
世
界
市
場
の
問
題

第
七
十
七
巻

七

第
四
按



社
曾
主
義
的
世
界
市
場
自
問
題

第
七
十
七
巻

七
四

第
凹
境

四

る
の
は
、
図
際
経
済
、
世
界
市
場
、
世
界
経
済
と
い
う
概
念
て
あ
る
。
コ
ー
ル
マ
イ
教
授
は
、
己
れ
ら
類
似
し
た
概
念
を
ま
と
め
て
整

理
す
る
と
い
う
こ
と
主
や
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
出
て
く
る
あ
の
治
の
の
概
念
の
説
明
を
拾
っ
て
み
る
と
、
大
峰

つ
ぎ
り
よ
う
に
な
る
。
第
二
章
て
教
授
は
民
主
的
世
界
市
場
に
つ
い

τ、
左
の
よ
う
な
定
義
を
奥
え

τ
い
る

U

「
民
主
的
世
界
市
場
は
、

る。」

五
主
頁

己事
己 →三

て言語
明園
b の
か佃
八広 々
ょ の
う 市
K 揚

まべ
ずち耐

震器
整諮
問の
と 四

1!!' 首長

吉E
明け

Q) 

直 7c
別よ
kZ五

の
園駅

! ii事
7民的

有精
~， A 
、円

関長
王む ぷ与、

経晶
済 と
とi し
剛て
民
宝 z あ

語ら
のわ
車れ

民
主
主
義
圏
、

た
る
閥
係
て
あ
る
の
に
封
し
、
世
界
市
場
は
、
各
々
の
圏
内
市
場
と
、
と
白
闘
係
(
図
的
汁
市
場
)
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
世
界
市
場

と
世
界
経
消
D
一
匝
別
は
、
第
一
一
一
章
に
み
b
れ
る
。
「
世
曾
主
義
的
世
界
経
済
世
制
と
祉
曾
主
義
的
世
界
市
場
と
は
同
じ
て
な
い
o

今
日

植
民
長
し
初
め
た
ば
か
り
の
枇
曾
主
義
的
世
界
経
済
健
制
は
、
計
霊
的
に
相
互
に
結
合
さ
れ
た
枇
曾
主
義
的
図
民
経
済
の
全
憧
健
制
て
あ

る
。
こ
れ

b
の
聞
に
は
多
様
な
経
済
協
力
、
外
園
貿
易
、
科
凪
寸
|
|
技
術
協
カ
、
経
験
の
交
流
、
経
営
心
協
同
の
設
立
等
々
が
究
現
す

る
。
商
品
関
係
は
そ
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
」
(
七
五
頁
)
商
品
開
係
の
上
に
た

p
た
っ
て
い
る
世
間
外
市
場
は
、
だ
か

b
世
界
経
済
の

一
部
分
た
の
で
あ
る
。
コ
ー
ル
マ
イ
教
授
は
第
一
章
の
お
わ
り
F
、
と
〈
に
「
資
本
主
義
的
位
界
経
済
は
存
在
ナ
る
か
」
(
=
一
七
頁
)

と
い
う
項
を
設
け
て
こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
白
教
授
の
見
解
は
、
資
本
、
主
義
下
に
あ
っ
て
も
、
各
闘
が
商
品
関
係
を
結

ん
て
、
世
界
市
場
を
形
成
し
て

W
る
以
上
、
た
と
hv
そ
れ
が
統
一
一
惜
を
形
成
せ
ず
、
矛
盾
に
漏
ち
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
世
界
経
済
は

存
在
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
て
世
界
市
場
の
要
素
た
る
商
品
流
通
は
、
奴
隷
経
済
や
封
建
経
済
に
も
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
生
産
様
式
の
存
立
候
件

を
な
し
た
も
の
で
た
く
、
た
だ
附
随
的
役
割
を
果
し
た
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
世
界
市
場
は
、
養
木
主
義
的
生
産
様
式
に
と
っ

℃
の
存
立
保
件
て
あ
り
、
資
本
主
義
の
下
て
念
激
た
展
開
を
み
た
。
レ

l
ニ
ン
が
世
界
市
場
は
資
本
主
義
に
と
っ
て
隠
史
的
必
然
て
事



る
こ
と
を
繰
返
し
の
べ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
ぜ
あ
る
。
そ
し
て
世
界
市
場
は
、
資
本
主
義
の
最
後
白
段
階
て
あ
る
帝
園
主
義

段
階
て
完
成
さ
れ
る
。
己
の
段
階
て
資
木
は
濁
占
的
に
な
っ
た
の
み
で
在
く
、
園
際
的
と
な
っ
た
白
て
あ
る
。
だ
が
同
時
に
こ
の
段
階

に
あ
っ
て
は
資
本
主
義
白
基
本
的
矛
盾
は
も
っ
と
も
尖
鋭
化
す
る
。
「
資
本
主
義
的
世
界
市
場
の
愛
展
は
、
す
べ
て
の
資
本
主
義
的
生

産
方
法
に
個
有
な
矛
盾
白
護
展
の
表
現
て
あ
り
、
同
時
に
要
因
で
あ
る
。
郎
、
資
本
主
義
的
生
産
方
法
白
菜
本
的
矛
盾
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
と
プ
ロ
レ
ダ
リ
ア
l
ト
の
聞
の
矛
盾
、
支
配
闘
民
と
従
属
園
民
の
間
の
矛
盾
、
資
本
主
義
的
競
宇
者
の
種
々
の
グ
ル
ー
プ
の
問
の

資
本
主
義
闘
閉
山
矛
盾
、
生
産
と
市
場
の
矛
盾
等
J
」
(
三
六
頁
)
と
う
し
た
矛
盾
白
激
化
す
る
に
伴
っ
て
、
資
本
主
義
的
生

産
関
係
は
、
生
産
諸
力
の
護
展
に
酎
ナ
る
桂
桔
と
な
る
。
新
し
い
歴
史
的
秩
序
の
拾
い
手
と
し
て
白
妙
働
者
と
農
民
の
同
盟
が
成
立
し
、

さ
ら
に
支
配
岡
氏
。
労
働
者
陪
殺
の
卒
命
運
動
に
、
従
属
国
氏
。
民
族
濁
立
の
蓮
動
が
合
流
す
る
。
批
曾
主
義
的
世
界
経
怖
を
招
来
す

べ
き
物
質
的
抗
体
件
は
、
こ
う
し
て
資
本
主
義
の
な
か
に
次
第
に
成
熟
す
る
。

矛
盾
、第

一
次
壮
界
大
戦
、

L
〈
に
一
九
一
七
年
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
十
月
革
命
は
、
資
木
主
義
的
性
非
開
制
に
新
し
い
段
階
、
即
ち
全
般

的
危
機
を
も
た
ら
し
た
。
こ
己
か

b
資
本
主
義
と
祉
曾
主
義
白
ご
つ
の
障
制
白
並
存
す
る
時
代
が
は
じ
ま
る
。
し
か
し
を
般
的
危
機
の

第
一
段
階
に
沿
い

τは
、
資
本
主
義
的
世
界
経
済
関
制
の
解
髄
が
は
じ
ま
り
は
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
ま
だ
資
本
主
義
的
北
界
市
場

心
分
裂
を
い
み
し
は
し
な
か
っ
た
の
資
本
主
義
的
世
界
市
場
は
、
ま
だ
単
一
か
っ
包
括
的

(a芸
巴
]
円
r
E白
色
戸

E
『色

mge
で
あ

り
え
た
の
で
あ
る
。
社
合
主
義
園
家
は
一
つ
し
か
存
在
し
た
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
枇
舎
主
義
グ
イ
プ
白
岡
際
的
商
品
1
1貨
幣
関
係

は
、
ま
だ
形
成
さ
れ
え
な
か
っ
た
。
社
合
主
義
的
な
世
界
市
場
が
由
日
出
生
ナ
る
た
め
に
は
、
タ
く
と
も
一
一
つ
以
上
の
駐
曾
主
義
的
園
家
が

存
在
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

己
こ
ど
コ
ル
マ
イ
教
授
は
一
つ
の
注
意
を
あ
た
え
て
い
る
。
そ
れ
は
著
書
や
論
文
に
沿
い
て
、
車
一
位
外
市
場
崩
壊
の
問
題
が
、

正
官
主
義
的
世
界
市
場
の
問
題

第
七
十
七
巻

七
五

第
四
挺

五



仕
合
主
義
的
世
界
市
場
の
問
題

第
七
十
己
春

七
/、

第
四
日
臨

し
ば
し
ば
、
資
本
主
義
的
世
界
惚
削
の
解
関
心
問
題
と
無
関
係
に
と
り
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
己
と
で
あ
る
。
モ
れ
は
理
論
的
に
あ
や
ま

り
で
あ
っ
て
、
単
一
世
界
市
場
白
崩
壊
は
、
斉
木
主
義
白
山
但
務
白
問
題
と
し
て
、
モ
の
歴
史
的
必
然
性
に
お
い
て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
白
で
あ
る
。

要
す
る
に
敬
授
は
民
主
的
世
界
市
場
に
謝
す
る
物
質
的
地
擦
の
成
熱
士
、
資
本
、
去
衰
の
後
展
の
う
ち
に
、
モ
の
十
則
正
A

を
資
本
主
義
の

全
般
的
危
機
心
第
一
段
階
に
、
モ
の
成
以
を
全
般
的
危
機
の
第
二
段
階
に
一
お
い
て
抱
え
よ
う
と
し
℃
い
る
。

全
般
的
危
機
の
第
一
段
階
に
お
い
て
、
、
唯
一
の
世
合
主
義
園
て
あ
る
ツ
同
盟
は
、
園
家
の
樹
立
と
完
全
な
防
衡
を
保
設
す
る
た
め
に
、
.

圏
内
の
す
ベ
て
の
資
源
を
利
用
し
、
念
一
速
な
位
曾
主
義
白
建
設
、
多
雨
的
た
豆
工
業
の
形
成
主
治
乙
な
わ
れ
ば
社
b
た
か
っ
た
。
唯
一

の
枇
合
主
義
固
と
、
こ
れ
を
と
り
圏
む
費
本
主
義
的
世
界
惜
制
と
り
閥
係
は
、
ソ
同
盟
主
し

τ、
そ
の
枇
曾
主
義
建
設
に
お
い
て
、
資

本
主
義
的
世
界
市
場
に
依
存
す
る
こ
と
を
不
可
能
な
ら
し
め
た
。
一
昨
合
主
義
建
設

ω進
展
す
る
に
つ
れ

τ、
y
同
堕
心
外
園
貿
易
は
披

大
し
た
。
そ
し
て
ソ
同
盟
は
し
ば
し
ば
資
本
主
義
闘
に
謝
し
て
そ
の
披
大
を
よ
び
か
け
て
い

ω
。
し
か
し
外
闘
貿
易
の
可
能
性
を
利
用

す
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
に
依
存
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
で
あ
る
。
閣
内
に
盟
宮
な
資
源
が
存
在
す
る
と
い
う
己
と
も
無
視
さ
れ

て
は
な

b
た
い
け
れ
ど
も
、
ツ
問
斑
は
一
園
枇
合
主
義
建
設
の
可
能
性
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
次
世
間
外
大
戦
の
結
果
は
、
資
本
主
義
的
世
井
健
制
の
一
居
の
解
一
般
を
結
果
し
た
。
ソ
同
盟
以
外
に
、
多
数
の
人
民
民
王
主
義
図

の
成
立
を
み
、
こ
れ
ら
の
図
々
は
急
速
に
枇
曾
主
義
に
阿
っ
て
前
進
し
つ
つ
あ
る
u

そ
し
て
モ
心
相
互
間
に
、
経
済
的
協
力
の
可
能
性

と
必
然
位
が
生
れ
た
。
下
降
し
づ
つ
あ
る
資
本
主
義
的
世
界
経
済
髄
制
と
並
ん
で
、
新
し
い
設
展
し
つ
つ
あ
る
祉
曾
主
義
的
世
界
関
制

「
新
し
い
世
界
市
場
の
経
済
的
基
縫
は
、
個
々
の
闘
民
経
済
に
既
に
完
全
に
存
在
す
る
か
、
或
い
は
急
淑
に

が
生
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

登
展
し
つ
つ
あ
る
枇
曾
主
義
例
経
済
閣
制
及
び
生
産
手
段
の
集
圏
的
、
枇
曾
主
義
的
所
有
か
ら
成
立
っ
て
い
る
L



こ
こ
て
わ
れ
か
れ
は
、
女
白
問
題
で
あ
る
「
民
主
的
世
界
市
場

ω基
礎
L

に
移
る
わ
け
で
あ
る
が
、
モ
の
一
前
に
、
こ
の
工
う
な
新
し

何
世
界
市
場
の
存
在
セ
否
定
す
る
俗
沈
経
済
壌
に
封
す
る
批
判
に
鯛
れ
て
ゐ
己
う
。
俗
流
経
消
副
学
は
、
資
本
主
義

ω
全
般
的
危
機
の
展

開
と
あ
わ
せ

τ、
南
関
制
の
共
在
と
い
う
現
在
の
決
定
的
な
闘
際
経
済
問
題
を
担
否
す
る
か
、
あ
る
い
は
歪
曲
す
る
。
か
れ

b
心
用
う

る
概
念
は
多
種
多
様
て
あ
っ
て
も
、
そ
の
公
分
母
は
、
反
民
理
的
、
反
吐
曾
主
義
的
、
プ
ロ
帝
国
主
義
的
て
あ
る
。
世
界
経
済
の
問
題

に
あ
っ
て
も
(
す
べ
て
の
他
の
経
済
問
題
に
お
け
る
と
阿
晶
体
)
、
俗
流
経
済
皐
白
山
穫
期
は
、

生
産
手
段
に
沿
け
る
所
有
の
経
済
的
範

鳴
が
、
経
済
秩
序
に

ιっ
て
決
定
的
で
あ
る
と
い
う
基
礎
的
事
貨
の
否
定
て
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
の
世
界
経
済
的
関
係
の
枇

曾
経
済
的
内
容
と
、
モ
の
時
々
の
階
級
的
性
格
を
否
定
す
る
。
彼
等
に
と
っ
て
は
、
時
間
と
昼
間
か
ら
樹
立
に
、
所
有
と
階
紋
か
ら
濁

「
封
鎖
経
済
」
治
よ
び
「
解
放
経
済
」
の
永
遠
山
モ
デ
ル
が
存
在
す
る
。
と
の
経
済
に
治
い
て
は
生
産
者
と
消
費
者
が
樹
立
す

る
。
所
有
は
己
こ
て
は
経
済
的
範
曜
と
し
て
は
消
え
去
っ
て
い
る
。
そ
心
場
合
、
資
本
と
湾
問
、
資
本
輸
出
、
利
子
、
利
潤
等
々
一
昔
、

一
般
的
た
経
済
現
象
と
し
て
宣
言
す
る
こ
と
は
、
世
界
て
も
っ
と
も
自
然
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
前
置
苦
か
ら
コ
ー
ル
マ
イ

教
授
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ロ
ッ
ド
教
授
を
は
じ
め
、
多
〈
心
事
者
を
批
判
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ウ
エ

l
パ
1
教
授
、
プ
V

ド
エ
ー

ル
教
授
、
レ
プ
グ
教
授
に
封
ず
る
批
判
を
簡
単
に
み

τ沿
己
う
。
ア
ド
ル
フ
・
ウ
エ

l
パ
1
教
授
は
彼
の
著
書
「
世
界
経
済
」
の
第
一

章
に
「
空
間
を
克
服
す
る
経
済
と
し
て
の
世
界
経
済
」
と
い
う
題
名
を
附
し
て

H
る
。
世
界
経
済
の
一
世
曾
経
消
的
内
容
が
問
題
と
さ
れ

立
に
、

ず
、
モ
れ
を
閏
然
地
理
的
な
も
の
と
し
て
把
握
す
る
ラ
ウ
ム
・
テ
オ
リ
白
影
響
が
み
ら
れ
る
。
だ
か
ら
新
し
い
民
主
的
此
界
市
場
に

つ
い
て
の
説
明
の
た
い
の
は
営
然
で
あ
る
。
た
だ
「
ロ
シ
ア
」
に
つ
い
て
の
注
煮
が
あ
る
ば
か
り
ゼ
あ
る
。
ウ
エ

l
パ
l
教
授
に
従
う

と
、
ッ
岡
県
は
今
日
て
も
な
治
「
笠
岡
剛
」
で
あ
り
、
モ
の
「
お
び
た
だ
し
い
脊
本
需
要
」
の
故
に
、
西
欧
世
阿
仰
を
必
要
と
す
る
が
、
世

界
市
場
の
謎
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

品
問
合
主
識
的
世
界
市
場
の
問
題

第
七
十
七
台

一じ
tニ

第
四
時
抗

七



社
骨
主
義
的
世
界
市
場
白
問
題

第
七
十
じ
巻

4じ
A 

第
四
時
出

ノ1、

い
い
ま
一
人
の
「
昼
間
経
済
論
者
」
は
、

A
・
プ

ν
ド
エ
ー
ル
教
授
で
あ
る
。
か
れ
は
ヒ
γ

ト
ラ

l
時
代
、
ハ
ル
ム
ス
教
授
の
あ
と
を

つ
い
で
、
キ
ー
ル
世
界
経
済
研
摂
所
の
指
導
を
委
任
き
れ
た
。
か
れ
の
散
後
白
出
版
「
外
部
経
済
、
世
界
経
済
、
貿
易
政
資
及
び
木
位

政
策
L

に
沿
い
て
、
か
れ
は
依
然
ヒ
y

ト
ラ

l
時
代
に
保
護
さ
れ
た
答
問
解
消
論
者
ふ
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
れ
に
上
る
止
、
今

日
の
世
界
経
済
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ

V
了
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
三
つ
の
中
心
が
あ
る
。
日

l
ロ
y
A
の
貿
易
政
策
が
州
闘
に
支
配
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
世
界
経
済
の
新
秩
序
軒
阻
止
し
て
お
り
、
と
れ
は
除
去
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
c

そ
し
て
モ
の
際
中
心
と
し
て
の

ド
イ

y
が
決
定
的
た
役
割
を
果
す
。

つ
F
一
κι
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
新
自
由
主
義
者

w
・
レ
プ
ケ
教
授
て
あ
る
。
か
れ
は
か
れ
の
い
う
「
市
場
経
済

富
良
宮
書
官
岳
民
こ
を
「
最
註
の
集
国
的
、
イ
ン
フ
レ
的
経
調
政
策
し
に
謝
抗
せ
し
め
よ
う
と
す
る
。
後
者
の
去
か
に
は
、
枇
合
主
義

だ
け
で
た
く
、
イ
ギ

H
ス
勢
働
出
直
一
の
政
府
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
制
度
、
職
等
直
後
の
ポ
ン
政
府
の
経
済
政
策
も
含
ま
れ
て
い
る
。
か
れ
は
ま

た
共
産
主
義
に
劃
す
る
防
衛
職
親
白
去
か
に
後
進
地
蚊
が
組
入
れ
ら
れ
れ
ば
在
ら
ぬ
と
主
張
ナ
る
o

自
ら
自
由
主
義
者
と
い
い
な
が
ら
、

結
局
か
れ
の
主
張
が
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
鼎
護
論
て
あ
る
と
い
う
の
が
、
レ
プ
タ
教
授
に
劃
す
る
批
判
の
中
心
て
あ
る
。

コ
ル
マ
イ
教
授
は
、

新
し
い
位
外
市
場
の
政
治
的
基
礎
と
し
て
附
労
働
者
階
級
に
よ
る
園
家
権
力
の
一
掌
握
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

一
九
一
七
年
の
十
月
革
命
か
ら
、
第
三
次
聞
界
大
戦
後
白
人
民
民
主
主
義
革
命
の
過
程
を
紋
越
し
て
い
る
。
し

「
民
主
的
世
界
市
場
は
、
生
産
手
段
の

か
し
と
こ
て
は
そ
れ
を
省
略
し
て
、
直
ち
に
民
主
的
世
界
市
場
の
経
済
的
基
礎
に
す
す
も
う
。



社
曾
主
義
的
所
有
と
個
々
の
閤
民
経
済
に
お
け
る
吐
曾
主
義
的
経
済
臆
制
に
立
脚
す
る
己

九
二
頁
)
モ
し
て
そ
己
に
は
祉
曾
主
義
心

経
掛
的
恭
本
法
則
が
作
用
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

「
民
主
的
世
田
仲
市
場
に
治
け
る
貨
幣
商
品
開
係
も
、
社
品
問
、
主
義
生
産
白
目

的
に
従
属
す
る
が
、
そ
れ
は
枇
曾
主
義
社
品
聞
の
常
に
増
大
す
る
物
質
的
・
文
化
的
慾
撃
の
最
大
限
の
充
足
て
あ
る
o

新
し
い
世
界
市
場

関
係
も
同
時
に
祉
曾
主
義
生
産
の
手
段
の
展
開
に
寄
興
す
る
が
、
そ
れ
は
工
業
及
び
農
業
生
産
の
中
絶
し
友
い
、
恐
慌
た
き
成
長
て
あ

り
、
最
新
心
科
皐
的
及
び
技
術
的
成
果
の
雁
月
に
よ
る
枇
曾
主
義
生
産
(
第
一
部
門
の
み
た
b
ず
第
二
部
門
、
工
裁
の
み
左
b
ず
農
業
)

白
絶
え
ざ
る
改
良
て
あ
る
。
L

(

一
一
二
人
頁
)
社
舎
主
義
祉
舎
の
人
民
の
慾
墓
は
、
圏
民
所
得
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
よ
り
確
賞
に

満
足
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
て
も
な
い
。
モ
し
て
園
民
所
得
の
増
大
に
と
っ
て
、
園
際
貿
易
は
密
接
友
関
係
を
も
っ
て
い
る

U

そ
れ
に

つ
い
て
の
コ
ー
ル
マ
イ
教
授
の
意
見
は
と
う
て
あ
る
。
全
輸
出
生
産
が
牧
径
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
モ
れ
は
凶
民
別
件
に
と
っ
て
よ
り

有
利
で
あ
り
、
職
入
白
後
展
に
と
っ
て
も
よ
り
有
利
で
あ
る
。
他
方
職
入
の
計
書
が
締
官
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
と
、
蓄
積
と
消
費
の
向
上
に

封
ず
る
可
能
性
は
よ
り
大
告
い
。
個
々
の
民
主
主
義
園
或
い
は
祉
曾
主
義
圏
の
荷
積
と
消
費
が
協
力
せ
し
め
ら
れ
る
な
ら
、
換
言
す
れ

ば
、
新
し
い
生
産
が
そ
白
費
用
保
件
白
も
っ
と
も
有
利
投
場
所
に
位
置
せ
し
め
ら
れ
る
た

b
、
生
産
諮
力
は
合
理
的
に
利
用
さ
れ
、
し

た

が

っ

て

園

民

所

得

は

増

加

す

る

。

そ

れ

は

資

本

主

義

紅

合

に

お

け

る

闘

際

分

業

の

原

理

と
し
て
、
古
典
皐
派
出
、
近
代
経
済
理
論
の
説
く
と
こ
ろ
と
表
面
上
は
酷
似
し
て
い
る
。
し
か
し
本
質
的
に
ち
が
う
鮪
は
、
祉
曾
主
義
生

(
一
四
三
頁
)
こ
う
し
た
見
解
を
み
る
と
、

産
に
お
い
て
は
、

一
定
心
計
萱
の
下
に
そ
う
し
た
園
際
分
撲
が
質
現
せ

b
れ
る
の
に
釣
し
、
資
本
主
義
生
産
k
b
い

τは
、
債
格
の
盲

目
的
た
運
動
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
黙
て
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
ち
が
い
は
、
世
合
主
義
に
治
け
る
生
産
手
段
の
祉
曾
主
義
的
所
有

と
、
資
本
主
義
に
お
け
る
生
産
手
段
の
私
的
所
有
と
い
う
基
本
的
た
ち
が
い
か
ら
で
て
く
る
。

モ
れ
で
は
つ
ぎ
に
一
位
曾
主
義
に
治
け
る
園
民
経
済
の
計
霊
的
な
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
裂
展
の
法
則
と
世
界
市
場
の
問
題
は
、
い
か
左

祉
官
主
義
的
世
界
市
場
の
問
題

第
じ
十
七
巷

七
)L 

第
四
披

九



世
合
主
義
的
世
界
市
場
の
問
題

府
市
白
十
七
巻

A 
O 

第
四
披

O 

る
閥
係
に
立
っ
て
い
る
か
。
い
い
か
え
れ
ば
そ
れ
は
、
国
民
経
済
の
比
例
の
決
定
に
沿
い
て
、
職
出
と
職
入
が
ど
の
よ
う
た
役
割
を
果

す
か
と
い
う
問
題
に
な
る
。

(1) 

基
本
的
に
は
、
第
一
部
門
か
ら
の
輸
出
と
、
他
園
の
第
二
部
門
か
ら
の
脈
入
は
、
一
昨
曾
主
義
的
抜
大
再
生
産
の
テ
ム
ポ
を
お
く

ら
す
o

だ
が
図
民
経
済
の
網
生
産
に
お
け
る
第
一
部
門
の
高
い
割
合
は
、
消
費
財
の
轍
入
て
支
抑
わ
れ
る
生
産
財
白
紙
畑
山
が
、

(2) 

定
の
限
度
を
乙
え
な
い
場
合
に
の
み
、
暗
明
大
再
生
産
心
念
誌
な
増
加
の
保
管
た
り
う
る

u

蓄
積
と
消
費
の
関
係
の
一
計
笠
的
決
定
に
む
い
て
は
、
外
岡
貿
易
の
構
遣
が
願
慮
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
υ

第
↓
部
門
の
輸
出
が
多

〈
、
し
た
が
っ
て
第
二
部
門
の
輸
入
が
多
い
と
き
に
は
、
蓄
積
率
は
低
く
定
め

b
れ
な
く
て
は
た

b
泊。

(3) 

一
つ
の
園
民
経
済
の
闇
民
経
間
的
比
例
と
牧
続
性
を
決
定
す
る
さ
い
重
要
な
の
は
、
脈
入
と
輪
山
の
一
国
民
経
済
的
利
径
の
計
算

ぜ
あ
る
。
例
を
と
ろ
う
。
ド
イ
ャ
民
主
共
和
闘
は
、
機
械
A
お
よ
び

B
の
生
産
に
お
い
て
、
と
も
に
ポ

1
ラ

Y
F
よ
り
、
低
い
生

産
費
て
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
モ
の
場
合
、

H
A

の
生
産
費
の
最
強
が
よ
り
有
利
で
、

B
心
臓
出
を
増
加
す
る
と
、

A

の
輸
入
白
み
な
ら
ず
、
主
要
原
料
の
輸
入
も
可
能
に
な
る
と
す
る
な
ら
ば
、

A
の
生
産
を
断
念
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。

位
外
経
済
の
枇
合
主
義
間
制
に
お
け
る
闘
際
分
業
が
機
大
さ
れ
れ
ば
、
さ
れ
る
ほ
ど
個
々
の
図
の
問
の
和
五
交
換
聞
係
は
棋
大
さ

れ
、
生
産
と
消
費
の
増
加
の
ア
ム
ポ
は
一
一
府
高
ま
る
。

(4) 

3
項
て
説
明
さ
れ
た
閥
係
は
、
枇
曾
級
生
産
物
の
二
つ
の
部
分
で
あ
る
図
民
所
得
と
償
却
プ
オ

Y
F
の
関
係
に
も
影
響
を
も
っ
。

償
却
フ

r
y
ド
の
た
め
生
産
さ
れ
た
財
貨
の
な
か
か
ら
生
産
手
段
を
融
問
し
、
自
園
に
よ
り
有
経
企
な
生
産
手
段
士
服
入
で
き
れ
ば
、

そ
れ
は
生
産
ブ
オ
ン

F
の
合
理
化
て
あ
る
。

，(司

闘
民
経
済
の
比
例
に
と
ワ

τ最
後
に
い
み
を
も
つ
の
は
、
針
象
化
さ
れ
た
第
働
と
生
き
た
労
働
の
割
合
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
主



共
和
園
山
工
う
に
自
然
資
源
白
乏
し
い
図
て
は
、
之
し
い
閏
図
の
原
料
や
輸
入
原
料
白
割
合
が
で
き
る
だ
け
タ
H
輸
出
財
貸
主
生

産
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
外
圏
貿
易
関
係
む
形
成
が
合
理
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
圏
民
経
済
的
牧
訴
性
は
よ
り
高
く
な
る
。
新
し
い
世
界
市
場
に
h
d

け
岳
外

園
貿
易
関
係
は
、
し
た
が
っ
て
、
閣
民
所
得
白
金
速
な
成
長
白
一
要
因
で
あ
る
。
」

(
一
六
回
頁
)

同
じ
よ
う
な
見
解
は
、
教
授
が
民
主
的
世
田
州
市
場
の
物
質
的
基
礎
を
論
ず
る
宰
て
、
位
台
、
主
義
的
F
イ
プ
白
図
際
分
業
に
言
及
す
る

個
所
に
も
現
わ
れ
る
。
教
授
は
ソ
同
盟
に
お
け
る
一
位
曾
主
義
的
工
業
化
E
、
人
民
民
主
主
義
諸
図
に
お
け
る
モ
れ
と
の
ち
が
い
は
、
前

者
が
殆
ん
ど
繍
力
で
そ
心
仕
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
白
に
封
し
、
後
者
は
夜
展
し
つ
ツ
あ
る
一
枇
曾
主
義
的
世
界
経
済
問
制

に
依
存
し
う
る
黙
に
あ
る
と
し
、
社
曾
主
義
的
グ
イ
プ
の
図
際
分
裁
を
つ
ぎ
山
よ
う
に
山
ベ
て
い
る
。
一
拡
合
主
義
園
出
家
聞
の
正
し
く
護

展
し
た
経
済
的
協
力
に
ゐ
い
て
は
、
す
ベ

τり
図
々
に
、
あ
b
ゆ
る
工
業
部
門
を
、
と
り
わ
け
あ
b
ゆ
る
ま
γ

玄
武
部
門
を
建
設
す
る
必

要
は
校
山
っ
そ
れ
は
一
九
二

0
年
代
、
三

0
年
代
白
ソ
同
盟
て
は
必
要
で
あ
っ
た
。
ソ
同
盟
は
唯
一
の
祉
曾
主
義
閤
家
と
し
て
、
費
本

主
義
諸
閣
の
完
全
志
位
園
下
に
あ
っ
た
か
ら
て
あ
る
。
今
日
は
し
か
し
全
開
と
し
て
の
祉
合
主
義
陣
替
の
樹
立
を
確
立
す
る
こ
と
が
必

要
て
あ
る
。
そ
し

τそ
れ
は
す
べ
て
の
一
位
曾
主
義
国
主
合
計
し
て
、
念
速
な
中
断
す
る
己
と
の
な
加
重
工
業
の
建
設
を
必
要
な
ら
し
め

て
い
る
。
工
業
建
設
は
、
す
べ
て
の
図
々
に
沿
い
て
、
天
然
資
源
、
努
働
経
験
、
技
術
の
護
連
に
お
い

τ最
も
有
利
な
僚
件
の
あ
た
え

ら
れ
て
い
る
生
産
千
段
工
業
が
建
設
さ
れ
る
と
き
、
念
速
に
行
わ
れ
る
。

右
の
よ
う
な
コ
ル
マ
イ
教
授
の
見
解
に
封
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
一
一
つ
の
鮪
に
注
窓
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
一
は
重
工
業
優
先
と
い

う
一
世
合
主
義
的
再
生
産
白
原
則
が
、
祉
曾
主
義
グ
イ
プ
の
闘
際
分
業
の
場
合
て
も
依
然
づ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
こ
と
て
あ
る
。
経
済
的
合

理
性
を
高
め
る
た
め
、
闘
際
分
業
主
行
な
う
場
合
に
も
、
各
閣
の
重
工
黙
の
一
定
割
令
官
害
せ
な
い
限
度
と
い
う
限
定
が
づ
け
ら
れ
て

証
曾
主
義
明
世
界
市
場
の
阿
周

第
七
十
七
省
二
八

第
四
山
田



社
曾
主
義
的
世
界
市
場
の
問
題

第
七
十
七
巻

ノ1

第
四
坑

い
る
黙
を
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
は
古
典
準
沃
が
主
張
し
た
比
較
生
産
費
設
に
類
似
し
た
主
張
が
の
へ
ら
れ
て
は
ド
る
献
で
あ
る
。

ひ
と
は
枇
曾
主
義
園
家
の
貿
易
む
場
合
、
政
治
的
な
動
機
か

b
の
も
の
が
多
い
よ
う
に
考
え
が
ち
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
と
に
は
合
理

性
白
原
則
が
張
く
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
。
重

γ

ム
業
優
先
の
原
則
に
し
て
も
、
決
し
て
軍
事
的
目
的
の
よ
う
た
非
合
理
的
た
も
の
か
b
き

て
い
る

ω
て
は
友
く
て
、
長
期
の
経
済
成
長
と
い
う
観
鮪
か

b
き
て
い
る
も
む
と
思
わ
れ
、
合
漣
性
の
原
則
と
矛
盾
す
る
も
の
て
は
た
い
。

四

C

こ
ろ
で
資
木
主
義
一
位
舎
に
お
い
て
は
、
比
較
生
産
費
説
。
主
帳
ず
る
よ
う
な
困
際
分
業
は
、
債
格
機
構
E
一
也
じ
て
筑
現
さ
れ
る
。

さ
き
の
例
て
、
ポ
1
ラ

Y
F
か
ら
機
械
A
が
ド
イ
ツ
に
脈
出
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
て
そ
の
債
格
が
よ
り
低
く
な
け
れ
ば
な

b
な
い
。
そ
し
て
勢
働
生
産
性
の
低
い
関
白
商
品
が
低
い
輪
出
債
格
を
も
つ
た
め
に
は
、
低
い
貨
幣
賃
銀
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
い

わ
ゆ
る
「
図
際
債
値
諭
」
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
、
富
園
に
よ
る
貧
園
の
搾
取
の
問
題
は
、
こ
の
こ
と
に
関
聯
し
て
お
こ
っ
て
く
る
。

こ
れ
に
射
し
て
世
曾
主
義
的
閤
際
分
裁
は
ど
の
よ
う
に
し
て
貨
現
さ
れ
る
の
か
。
計
霊
的
と
い
う
原
則
は
明
ら
か
で
あ
る
に
し
て
も
、

モ
白
計
査
は
経
済
的
合
理
性
を
無
腕
す
る
己
と
は
て
き
ぬ
は
ず
で
あ
る

G

し
か
も
交
換
さ
れ
る
財
貨
は
、
商
品
形
態
を
と
っ
て
お
り
、

債
格
を
も
っ
て
h
る
。
そ
し
て
商
品
形
態
を
と
り
、
債
格
を
も
づ
て
い
る
限
り
に
h
t
h
て
、
そ
己
に
は
債
値
法
則
が
働
く
o

世
曾
主
義

市
場
に
治
げ
る
慣
値
目
日
債
格
法
則
が
つ
き
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
モ
れ
は
、
第
七
、
八
章
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
七
章
に
つ
ぎ

の
よ
う
な
一
育
英
が
見
出
せ
る
。

「
刑
曾
主
義
陣
皆
の
闘
際
流
通
領
域
に
沿
い
て
債
値
法
則
は
調
節
的
(
昌
吉
ロ

q
g
g
友
作
用
を
も
っ

か
。
限
定
さ
れ
た
範
園
て
の
み
モ
れ
は
事
笠
て
あ
る
。
資
本
主
義
的
世
界
市
場
に
沿
け
る
債
格
運
動
が
、
一
世
曾
主
義
‘
諸
園
の
協
定
k
b



hrτ
影
響
を
も
っ
限
り
に
お
い
て
の
み
、
人
は
民
主
的
世
界
市
場
に
沿
け
る
債
値
法
則
白
特
定
の
調
節
的
な
影
響
を
云
々
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
新
し
い
民
主
的
世
界
市
場
に
は
、
償
値
法
則
の
こ
れ
よ
り
ほ
か
の
調
節
力
は
存
在
し
な
い
。
」

の
よ
う
に
祉
曾
主
義
諸
閣
に
治
け
る
貿
易
・
篇
替
は
濁
占
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
闘
民
経
済
白
計
霊
の
下
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

(ニ
O
九
頁
)
周
知

そ
心
限
り
に
沿
い
て
は
、
た
と
W
取
引
さ
れ
る
財
貨
が
商
品
形
態
を
と
っ
て
い
て
も
、
償
値
法
則
は
調
節
力
を
も
た
ι
な
い
。
だ
が
貿
易

協
定
に
お
け
る
協
定
債
格
の
決
定
は
、
ま
だ
完
全
に
資
本
主
義
的
世
界
市
場
債
格
か
ら
の
影
響
を
脆
し
き
っ
て
は
い
な
い
。
そ
の
限
り

に
お
hv
て
債
値
法
則
は
、
依
然
部
分
的
程
調
節
力
を
も
つ
の
で
あ
る
。
円
七
う
す
る
と
、
祉
曾
主
義
陣
皆
に
属
す
る
各
園
の
生
産
力
の
ち

が
W
か
b
く
る
債
格
水
準
の
ち
が
い
は
、
ど
心
よ
う
に
考
え
ら
る
べ
き
て
あ
る
の
か
。
コ
ー
ル
マ
イ
教
授
は
、
民
主
的
世
界
市
場
に
は
、

不
等
償
交
換
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を

t

そ
白
書
物
の
多
〈
の
佃
附
て
の
べ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
残
念
な
が
ら
十
分
納
得
の
ゆ
く

ょ
う
た
説
明
は
見
出
せ
た
い
u

剰
感
・
技
術
の
自
由
な
交
流
が
、
衣
第
に
生
産
力
水
準
の
ち
が
い
を
友
く
し
て
ゆ
き
は
す
る
だ
ろ
う
が

現
在
て
は
ま
だ
存
在
し

τ
い
る
。
し
た
が
っ
て
各
闘
の
債
格
水
準
は
こ
と
な
っ
て
い
る
υ

そ
の
場
合
生
産
力
む
低
い
圏
は
、
何
b
か
の

方
法
て
自
国
白
圏
内
市
場
を
守
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
事
資
コ
ル
マ
イ
教
授
は
の
ち
に
債
格
を
論
ず
る
佃
州
て
、
園
内
債
格
の

低
h
閣
と
圏
内
債
格
の
高
い
幽
と
の
貿
易
の
場
合
園
内
債
格
白
高
い
園
の
行
な
う
、
債
格
ザ
街
制
度
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
て
あ

る
。
こ
う
し
た
方
法
が
と
ら
れ
て
初
め
て
生
産
力
の
低
い
圏
は
、
そ
の
幽
内
市
場
を
守
る
己
と
が
て
き
る
。
つ
ぎ
に
こ
う
し
た
方
法
が

と
ら
れ
た
と
し
て
も
、

一
般
的
な
傾
向
と
し

τは
、
ど
う
し
て
も
生
産
力
の
高
い
閣
の
出
超
ー
生
産
力
の
低
い
図
の
入
超
の
傾
向
は
否

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
貿
易
牧
支
を
論
じ
た
個
所
て
コ

l
ル
マ
イ
教
授
は
、
社
曾
主
義
諸
閣
の
貿
易
牧
支
は
一
般
的
に

は
均
衡
す
る
の
を
本
質
と
す
る
が
、
常
に
必
b
ず
し
も
そ
う
で
な
い
と
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
プ
ラ
ス
の
超
過
分
は
、
信
用
附
興

と
hv

っ
た
形
て
マ
イ
ナ
ス
園
に
あ
た
え
ら
た
る
o

そ
の
形
は
賛
本
主
義
闘
の
場
合
と
似
通
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
信
用
附
即
日
は
本
質
的

社
合
主
義
的
世
界
市
場
の
問
題

第
b

T
七
品
世

ノk

第
四
鵠



品
供
脅
主
義
的
世
界
市
場
の
問
題

第
じ
十
七
巻

i¥ 
四

第
四
臨

l"!-

に
利
子
取
特
が
目
的
て
は
も
仙
く
(
無
利
子
の
こ
と
も
あ
り
、

被
附
奥
閣
の
生
産
性
向
上
が
目
的
て
あ
る
。
現
在

の
段
階
に
不
等
償
交
換
が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
解
明
押
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
を
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
心

賄
陀
は
、
ま
だ
問
題
が
描
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
高
で
も
年
二
分
)
、

つ
ぎ
に
貨
幣
・
債
格
・
信
用
の
問
題
に
移
ろ
う
。
民
主
的
位
同
作
市
場
に
わ
け
る
貨
幣
関
係
の
特
殊
性
は
つ
ぎ
の
五
つ
で
あ
る
。

(1) 

「
舵
舎
主
義
困
問
白
貨
幣
関
係
は
、
震
替
相
側
占
。
上
に
恭
礎
を
お
い
て
い
る
。

貨
幣
債
値
が
安
定
し
て
い
る
o

震
替
計
霊
に
よ
っ
℃
計
霊
的
で
あ
る
。

屈
伸
替
相
場
は
安
定
し
、
ま
す
ま
す
個
々
白
閣
の
貨
幣
思
位
の
購
買
力
と
一
致
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

鴛
替
取
引
、
清
算
取
引
た
ど
に
治
け
る
資
木
主
義
的
形
態
と
方
法
の
排
除

こ
こ
で
も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
が
、
の
ち
の
債
格
論
と
も
闘
係
が
あ
る
か

b
、
鴛
替
に
問
題
を
し
ぼ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
粧
台

(2) (3) (4，) (5) 
主
義
閣
に
治
け
る
翁
替
相
場
位
、
計
書
酌
に
確
定
さ
れ
る
。
モ
の
際
計
主
的
強
展
の
法
則
の
作
用
に
よ
っ
て
、
民
主
的
昨
井
市
場
内
部

の
経
済
交
一
週
に
謝
す
る
鴬
替
相
場
を
、
長
期
に
わ
た
っ
て
固
定
す
る
己
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
資
本
主
義
諸
園
に
は
勿
論
不
可
能

で
あ
る
。
新
し
い
世
界
市
場
に
属
す
る
闘
々
の
本
位
貨
は
、
直
接
に
そ
し
て
公
的
に
金
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
お

p、
矯
替
相
場
は
、
個

々
の
木
位
貸
単
位
の
金
純
分
か
ら
生
れ
て
く
る
。
し
(
二
六

O
l
一
一
六
一
頁
)

己
の
場
合
、
資
木
、
モ
量
的
世
界
市
場
に
治
け
る
よ
う
に
、
も
し
も
完
全
た
自
由
取
引
が
行
わ
れ
る
と
し
た
た

b
、
各
商
品
の
圏
内
債

格
は
、
鴛
替
相
場
ゼ
換
算
す
れ
ば
、
各
閣
で
同
じ
高
さ
を
一
市
す
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
一
世
帯
問
主
義
市
場
に
あ
っ
て
は
、
貿
易
と
震
替
は

と
も
に
燭
占
さ
れ
て
お
り
、
自
由
た
取
引
は
許
さ
れ
て
い
た
い
。
祉
曾
主
義
的
世
界
布
場
の
債
格
は
ど
う
た
っ
て
い
る
か
。
己
白
開
題



を
研
究
す
る
に
営
つ
て
は
匹
つ
の
黙
が
考
慮
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
c

1 

使
格
水
準
と
債
格
椿
誼
は
各
々
の
図
民
経
済
に
お
い
て
具
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
特
に
モ
の
時
々
の
野
働
生
産
性
と
生
産
原
償
、

さ
ら
に
一
昨
舎
主
義
的
生
産
関
係
の
成
熟
と
資
本
主
義
的
た
債
格
設
展
の
作
用
に
閥
聯
し
、
モ
白
時
々
白
債
格
陀
含
ま
れ
る
租
税
そ

の
他
図
家
財
政
へ
の
支
出
か
ら
も
膨
饗
さ
れ
る
。

民
主
的
世
界
市
場
の
個
々
の
貿
易
協
定
陀
司
お
い
て
確
定
さ
れ
る
償
格
は
、
商
品
に
つ
い
℃
ま
だ
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
か
ぎ
わ
J
k
b
い
て
鴛
替
相
場
は
、
ま
だ
開
帥
柳
本
位
貨
の
購
買
力
に
一
致
し
左
い
。

資
本
主
義
的
性
井
市
場
債
格
は
、
ま
だ
あ
る
程
度
民
主
的
世
間
州
市
場
に
治
け
る
債
格

ω形
成
に
影
響
す
る
。

2 3 4 こ
れ
を
み
る
と
民
主
的
世
界
背
揚
白
形
成
が
ま
だ
初
期
の
段
階
に
あ
り
、
未
登
謹
て
あ
る
ζ

と
が
わ
か
る
。
資
本
主
義
的
な
い
み
に

治
け
る
自
由
な
、
し
か
し
無
政
府
的
な
閣
際
経
済
安
遁
は
な
い
に
し
て
も
、
加
曾
主
義
間
同
志

ω経
済
関
係
が
密
接
に
な
れ
ば
な
る
作

ど
園
家
相
互
間
の
債
格
障
系
は
相
関
係
せ
し
め
ら
れ
、
治
の
ゐ
の
の
商
品
に
つ
い
て
心
債
格
の
ち
が
い
は
少
く
た
っ
て
ゆ
く
は
ず
で
あ

り
、
貨
幣
の
購
買
力
心
比
等
て
あ
る
鴛
替
相
場
は
平
慣
に
ち
か
ず
〈
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
枇
脅
主
義
諸
閣
の
経
消
建
設
が
よ
り
一

居
強
展
し
、
園
際
経
済
関
係
が
一
府
促
進
さ
れ
た
段
階
に
治
け
る
債
格
は
ど
う
な
る
か
。
コ
ー
ル
マ
イ
教
授
は
新
し
い
世
界
市
場
に
ゐ

け
る
債
格
の
護
展
の
特
徴
と
し
て
つ
ぎ
の
六
賄
を
あ
げ
て
い
る
。

(
二
六
人
頁
)

一
、
新
し
い
世
界
市
場
に
ゐ
け
る
債
格
は
固
定
債
格
て
あ
る
。

一
一
、
そ
れ
は
協
定
さ
れ
た
、
相
互
の
利
銃
を
顧
慮
し
た
債
格
で
あ
る
。

三
、
モ
れ
は
商
品
各
に
盆
々
統
一
さ
れ
ゆ
く
債
格
て
あ
り
、
世
曾
、
正
義
諸
凶
の
す
べ
℃
の
貿
易
協
定
に
封
し
相
互
に
あ
て
は
ま
る
伎

格
て
あ
る
。

社
告
主
義
的
世
界
市
場
の
問
題

第
七
十
七
巻

ノ¥
五

第
四
説

主ζ



社
官
主
義
的
世
界
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問
題

第
じ
十
七
巻

八
-;;";; 

第
四
鵠

7ミ

四
、
債
格
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。

五
、
除
々
に
一
つ
の
計
霊
的
な
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
債
格
構
成
が
生
れ
る
、
削
ち
園
際
的
基
準
に
お
け
る
正
し
い
債
格
闘
係
の
調
査

が
い
ま
進
行
中
て
あ
る
。

六
、
そ
れ
は
、
後
進
圏
D
負
権
、
農
業
・
原
料
生
産
の
負
捲
と
た
る
債
格
ケ
エ

l
v
が
存
在
し
た
い
と
い
う
い
み
に
お
い
て
、

一寸

公

E
」
債
格
て
あ
る
。

つ
ぎ
に
民
主
的
世
界
市
場
に
ゐ
け
る
信
用
の
役
割
に
つ
い
て
み
よ
う
。

「
新
し
い
世
同
州
市
場
に
お
け
る
園
際
信
用
の
課
題
は
、
生
産

の
古
川
土
に
h
d

け
る
、
蓄
積
の
増
大
に
治
け
る
、
工
業
化
と
農
業
白
祉
合
主
義
的
改
遣
の
政
策
に
む
け
る
、
勤
労
者
の
物
質
的
・
文
化
的

幅
祉
白
向
上
に
お
け
る
背
舎
主
義
的
援
助
て
あ
る
o
」
(
一
一
七
O
頁
)
己
の
原
則
は
具
備
的
に
は
つ
ぎ
り
よ
う
な
形
て
あ
b
わ
れ
て
い
る

U

第
一
に
信
用
は
機
械
・
設
備
の
よ
う
な
牛
産
信
用
の
形
て
あ
売
え
ら
れ
、
何
工
り
も
信
用
受
入
閣
の
生
貫
性
心
向
k
に
役
立
つ
己
正

を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。
受
入
閣
の
生
産
性
向
上
に
よ
っ
て
、
授
興
園
も
ま
た
利
袋
す
る
か
ら
一
て
あ
る
。
資
本
主
義
国
の
資
本
輸
出

が
、
自
園
の
エ
謹
一
と
競
宰
的
地
位
に
立
つ
上
う
た
、
後
進
関
心
工
業
怖
を
好
ま
左
い
の
と
上
い
封
照
を
悲
し
て
い
る
。

第
一
一
に
利
子
治
よ
ぴ
元
本
白
償
還
は
、
受
入
園
の
生
産
す
る
商
品
で
た
さ
れ
る
。
こ
れ
は
吐
曾
主
義
閣
に
市
場
問
題
が
存
在
せ
ぬ
か

ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
閥
税
障
壁
を
た
か
め
、
受
入
閣
か
ら
の
償
還
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
を
困
難
に
し
、
現
在
の
廿
凶
作
に
深
刻
た
ド

ル
不
足
問
題
主
治
己
し
て
い
る
の
と
よ
い
封
照
て
あ
る
。

第
三
の
特
徴
は
利
子
率
の
非
常
に
低
い
と
と
で
あ
り
、
普
遁
一
%
、
二
d
p
、
特
殊
の
一
場
合
に
は
無
利
子
て
あ
る
。

お
わ
り
の
章
て
ヨ

l
ル
マ
イ
教
授
は
、
雨
陣
瞥
の
平
和
的
共
存
と
世
界
貿
易
心
損
大
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

「
園
際
貿
易

抜
大
心
開
宰
は
、

民
主
園
家
と
、
す
ペ
て
白
園
々
に
お
け
る
千
和
勢
力
の
平
和
政
策
白
木
質
的
な
一
部
を
在
す
。
L

(
二
七
五
頁
)
こ
白



上
う
在
定
義
か
ら
出
用
車
し
、
己
の
問
題
白
経
済
理
論
的
研
努
一
課
題
と
し
て
、
=
一
つ
の
問
題
を
提
出
す
る
。

何
故
に
斉
木
主
義
と
社
合
主
義
白
経
済
鴨
制
白
共
存
は
、
長
明
白
歴
史
の
期
間
〔
世
界
安
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
段
階
)
に

必
然
的
で
あ
る
か
。

(1) 

」
刊
か
な
る
保
件
白
下
に
、
資
本
主
義
諸
園
と
一
世
曾
主
義
諸
圏
、
資
本
主
義
的
世
界
市
場
と
一
位
合
主
義
的
世
阿
州
市
場
、
安
木
主
義

的
世
界
経
済
償
制
と
計
曾
主
義
的
世
界
髄
制
の
平
和
的
共
存
は
可
能
で
あ
る
か
。

(2) (3) 

資
本
主
義
圏
と
紅
合
主
義
闘
の
経
済
交
遁
白
主
要
左
形
態
は
何
て
あ
る
か
。

第
一
の
問
題
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
と
り
あ
げ
る
必
要
は
た
か
ろ
う
。
第
二
の
問
題
に
つ

W
て
、
ロ

「
資
本
主
義
と
肘
曾
主
義
の
平
和
的
共
存
の
こ
の
可
能
性
は
、
一
方
に
お
い
て
計
合
主

義
陣
惜
の
張
古
止
統
一

K
、
他
方
に
お
い
て
帝
関
主
義
陣
皆
の
矛
盾
、
就
中
園
際
舞
働
階
扱
に

E
る
附
胃
働
正
資
木
の
割
立
の
利
用
に
、

e

ル
マ
イ
教
授
は
ワ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

(
二
七
九
頁
)
第
三
の
問
題
即
ち
雨
間
制
共
存
の
主
要
形
態
は
い
う
ま
で
も
た
く
園
際
貿
易
で
あ
る
。
就

申
資
本
主
義
の
後
進
諸
国
杖
東
丙
貿
易
か

b
多
〈
白
利
盆
を
う
る
で
あ
ろ
う
o

と
い
、
つ
の
は
己
れ
ま
イ
先
準
閣
か
ら
搾
取
を
う
け
て
い

そ
の
根
底
を
ゐ
い
て
い
る
。
」

た
後
進
園
位
、
東
西
貿
易
に
よ
っ
て
搾
取
の
な
い
貿
易
を
行
左
ょ
っ
己
と
が
ぞ
き
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
筒
盟
に
コ

l
ル
マ
イ
教
授
の
新
著
『
民
主
的
世
界
市
場
』
に
つ
い
で
紹
介
し
た
。
一
一
、
二
一
心
桐
所
千
言
及
し
て
恒
る
ど
う
に
、

理
論
的
に
み
て
、
主
だ
充
分
論
じ
表
さ
れ
て
hv
た
hv
と
思
わ
れ
る
黙
も
か
な
り
あ
る
。
そ
れ
ら
の
鮪
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
田
川
賓
の
成

果
主
主
た
ね
ば
た
る
ま
い
。
だ
が
今
日
い
や
し
く
も
世
界
経
済
を
論
理
的
に
究
明
し
よ
う
と
す
る
以
上
、

世
用
件
。
=
一
分
の
一
を
占
め

て
い
る
民
主
的
世
界
市
場
に
つ
恒
て
無
知
ぞ
あ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
ー
と
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
競
争
的
共
序
と
い
う
名
の
下
に
、

世
曾
主
輯
的
世
界
市
場
の
問
題

第
七
十
七
巻

ノ1
七

第
四
読

七
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